
 

平成 28 年度エコ事業所表彰（平成 27 年度取組結果） 

審査基準と審査委員長コメント 

 

 

１ 審査基準 

(1) 電気使用量の削減部門 

地球温暖化防止に貢献する事業活動に努め、電気使用量を削減した事業

所のうち、他の模範となる取組を実施したもの。 

なお、対象事業所が多種多様な業種・規模に及ぶことから、原単位の削

減率を重視して評価。 

(2) 自動車燃料使用量の削減部門 

地球温暖化防止に貢献する事業活動に努め、自動車燃料使用量を削減し

た事業所のうち、他の模範となる取組を実施したもの。 

なお、対象事業所が多種多様な業種・規模に及ぶことから、原単位の削

減率を重視して評価。 

 

    

 

(3) その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動部門 

創意工夫されている、組織内で浸透している、継続性がある、地域との

関わりが深い等、他の模範となる取組みを実施した事業所。 

 

２ 被表彰事業所 

   別紙「平成 28 年度エコ事業所表彰（平成 27 年度取組結果）被表彰事業所

一覧」のとおり。 

 

３ エコ事業所表彰審査委員 

 

 

 

所 属 等 氏 名 

 北九州市立大学国際環境工学部 教授 二渡  了 

 一般財団法人省エネルギーセンター九州支部 事務局長 村上 直美 

 福岡県地球温暖化防止活動推進センター長 中村  修 

福岡県環境部環境保全課長 佐竹 清一 

※ 原単位  電 気：電気使用量÷電気使用量と密接な関係を持つ値（例：延床面積、生産量）

自動車：CO2 排出量÷自動車使用台数 



４ 審査委員長コメント（北九州市立大学国際環境工学部 教授 二渡 了） 

(1) 総評 

   平成 19 年度に募集を始めた「エコ事業所」については、現在約 3,300 の

事業所にご登録いただいています。 

取組結果を報告いただいた事業所の数も年々増加しており、省エネルギ

ー・省資源等の地球温暖化防止への取組が、多くの企業に広がっています。 

   事業所の取組結果を基に行う審査では、あらゆる業種・規模の事業所を

対象としているため、各事業所の取組内容や結果を一律に評価することは

困難ですが、電気使用量及び自動車燃料使用量の削減については、原単位

の削減率を比較した上で、実際に優秀な取組を行っていると認められる事

業所を選定しました。 

   また、その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動については、顕 

  著な成果を挙げており、創意・工夫や継続性のある、地域との関わりが深

い取組であるか等を基準に審査し、毎年継続した活動を進めている事業所

がある中で優秀な活動を実践していると認められる事業所を選定しました。 

   地球温暖化は、国際的な喫緊の課題であり、その解決のためには、事業 

所皆様のひとりひとりの省エネルギー・省資源の取組が今まで以上に重要

であると考えます。 

   そのような中、受賞された事業所の皆様のご努力に敬意を表しますとと

もに、被表彰事業所の取組を参考に、県内の事業所の省エネルギー・省資

源の取組が今後益々広がることを願っております。 

 

 (2) 各部門の最優秀事業所の評価 

  ア 電気使用量の削減部門 

事業所名 株式会社北翁〔行橋市〕 

評  価 

エアコンを省エネタイプに変更するほか、照明をＬＥＤに更

新するなどにより、電気使用量を削減していることを評価し

ました。 

   

イ 自動車燃料使用量の削減部門 

事業所名 株式会社アルバ工業〔福智町〕 

評  価 

アイドリングストップの徹底や使用する重機を変更したこ

とにより、ガソリン等使用量を削減していることを評価しま

した。 

 

ウ その他の地球にやさしい（環境に配慮した）活動部門 

事業所名 株式会社西日本光創〔福岡市〕 

評  価 

グリーン購入の取組を始め、廃棄物排出量の削減など、環境

に配慮した取組を多岐に渡って実施していることを評価し

ました。 

 


